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昨年 5月，市内塚沢に横穴古墳群が発見され，県教育委員会及び東北大学歯

学部葉山杉夫博士の協力を得て調査の結果，本邦における北限の横穴古壊群で

あり，学術的にも貴重なものであることが確認されました。

当市では，これを市の史跡に指定し保＃するととになり ましたが，こ の文化

財はわたくし逹の祖先が知恵と技術をもって創造し，生活の表現と してっちか

ってきた貫墾な遺産であり，郷土の歴史を知る卜．にも軍要な役割を果すもので

.. あります。

本市には，すでに県の指定する文化財や市の指定する文化財のほかにも数多

いすぐれた文化財があります。これらは郷土の歴史を知るばかりでなく ，わが

国の歴史と又化を正し く理解するためにも貴霊な賓料と して欠くこ とので きな

いものであ り，これを保護し ，永く後世に伝えていくことは現代に生きるもの

の義務であり，頁任であると思います。

市としても有形 ・無形を問わず，文化財の保謹に積極的に取り組み，郷土資

料館等の建設や文化財保護思想の普及と調査管理休制の整備等をはかりながら，

新しい世代に希望とうるおいを与えるよう努）Jいたします。

そうした意味から ，こ の誰杏報告害が今後の文化財保護行政の一助となり ，

市民の文化財に対する理解がより 一屈深められるよう期待するものであります。

昭和 51年 3月

.,._ 宮城県気仙沼市長 菅 原 雅
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塚沢横穴古堵群は，気仙沼市の中心部から北北西へ約 8Kmの地点に発見され

まし た。この地域は，かって気仙沼湾沿岸部と 岩手県内陸部 とを結ぷ重要な交

通路であったと郷土史家にいわれて いる地域でありますが，本誦査の結果，

塚沢地域が交通の要路であるばかりでなく， 8-9世紀には中央政府の支配圏

にあり，中央の文化がこの地域に導入されていたことが証明 されました。従い

まして，これを契機に古記録にもない気仙沼地方の古代における政治 ・経済 ・

文化の様相がすでに発見されている大谷三島古墳群，又は口碑 ・伝説等と相ま

って，今後究明されていくものと考え られます。

またこ の調査によって ，塚沢横穴古堵群が現在における横穴古墳の北限であ

ることも確認されましたので ， 日本考古学界の研究に大きな貢献をなすものと

息われます。

この識杏に当っては全面的に宮城県教育庁文化財保護課の指導を仰ぎま した

が特に佐々木茂槙技術主査からは献身的な御指導をいただきましたし，東北大

学歯学部の葉山杉夫博士には人骨の鑑定で大変お世話になり ました。その他真

夏の炎天下に発掘作業に当られた詢査員各位 ・市文化財保護委員 ・市胆林課 ・

気仙沼密察署の方々 ，そ して調査期間中何から何 まで御協力いただき御世話い

ただきま した地主菅原辰三郎氏 ・家主尾形留夫氏 ・塚沢横穴古墳保＃会の皆さ

んに対 し，厚 く感謝と敬意を表する次第でござい ます c

この報告書を刊行するにあた り，今後共こ の貸重な遺跡が末水く保存される

とともに，本書が多 くの方々に活用 され，郷土文化の向上に資することが出来

ますならば，望外の喜びと存 じます，

~ 昭和 51年 3月

宮城県気仙沼市教育委員会教育長 巨＂
ム
月
ハ 谷 謙 吾
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J. 本者は，宮城呉気仙沼市字塚沢113の11に所在する群集墳「塚沢横穴古堵群」の発掘涸査

報告書である。

2 本召の裁筆は．縣査団長小野寺清 ・蔑査主任佐々木伐禎 ．誨査旦三浦百郎 ・小山正平 ・

芳留寿幸・遊佐五郎 ・尾形律行 ・奥原道樹が分担し，全体の編巣は佐々木伐禎が担当 した^

3. 人骨については，東北大学歯学部助教授 • 宮城県逍跡詞査指森員梁山杉夫簿士の玉稿を頂

いた。 また， 人骨出土状況の実測図は宮城県教育庁文化財保護課小井川和夫技師が作成した。

4. 図版に使用した写兵の人部分は ．囲査員遊佐五郎の撮影したものであ り，遺揺 ・遠物の実

測図作裂は調査員万質寿幸があたったc なお ，地形測邑図の作製にあたっては，気仙沼巾農

林課佐藤一彦技師をわずらわした。

5. 本晉に使用した地形図と空中写哀は，建設省国土地理院長の承認を得て ，同院発行の5万

分の1地形図および2万分の 1空中写真を複製したものである。 （承認番号 昭51東複第80

号および昭51束複第122号）

a 
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I 塚沢横穴占墳群の位院 ど環境

塚沢横穴古瑣群は気仙沼市の中心部から北北西へ約8Kmの地にあるo I日新月村大字月立に屈

し，通称八瀬地域の中央部の中八穎地区であるc 八瀬地区は国道 284号線から北へlOKmで様高

563mの八森平山の稜線で岩手県陸前裔m市矢作に境し ．西部は約2Km余で標高672mの君が

鼻山とその稜線を境にして，同県東磐井郡宅根村及び大東町に接している⇒また東部は栢高197

mの山稜を越えて早稲谷の山峡を間にはさみ，約2Kmを隔てて ．北から南へと標高535mの黒

沢山 ・標高 429mの人森山 ・摂高365mのニッ森山 ・標高 348mの蝸越山を連ねる稜線によっ

て旧鹿折地区および1日気仙沼地区と境 している？

-̂
塚沢の山峡の中央低部を八瀬川が北から南へと蛇行して流れ，国道284号線付近で大川に合

する3 民家はこの流域の両側や支流の沢々に点在し，耕地もまたとの流域に開けている。 しか

し．全而禎の約9割が山林である。

大字月立は ．明治8年に新城村と合併する以前は松）ii・早稲谷 ・八祖］をもって気仙沼 7カ村

中の一村であったここの地を通る八瀬街道は ．古くから沿岸部と内陸部とを結ぶ交通路で ．新

月村誌はそれを次のよ うに記している。

同街道の中，追分から松川 ，早稲谷を経て上八瀬に至る道路は古くから

平泉を中心とした東磐井郡方面（東山地ガ）と気仙沼を結ぷ大切な通路であ

ったといわれ，今尚，上八瀬区の烏居峠の山道は大原への通蕗として利用さ

れているc 又，関根区からは篠沢（しののさわ）の山越え道があり，往時は

岩手県と宮城県をつなぐ主要な道路であった，まかりでな く，現在も折莞（室

根村）方面への近逍として利用する人が多い。

ここでいう往時は必ずしも古堵時代をさ しているわけではないが，道路の成り立ちは人の移

動や居住の初めにさかのぼることができるもので，交通手段の発達がみられない時期には特に

垂要性が大きかったであろう。しかも平泉文化以前の段階において，気仙沼や本吉地方の海岸

部から胆沢•江刺地方へ v) 交通は八瀬～大原 （あるいは猿沢，典田 ） ～胆沢 ・ 江刺という道

が最短距雖であったろうことは疑いがない＾

このことは，塚沢地区への古埴文化の伝播と展開を考える上で重要であろう。なお，塚沢な

る地名は，今回詞査した古墳群の対岸上流約200mにある 「古塚」に由来するものといわれて

しヽるc

ー



[I 調査に至る経過

発見の動機

塚沢横穴古墳群を発見するにいたった勁機は ，昭和46年，尾形留夫氏が気仙沼市字塚沢U3

の11番地内 （菅原辰三郎氏所有地）に居宅を新築するために，褒の崖斜面をプルドーザ ーで

削平して宅地を造成中のこ とであった。この折に 1箇所（現在の L号墳）に穴があいたので

ある。尾形氏宅では以来数年の間にこれを横穴占培とは知らずに，野菜(I)貯蔵穴 として使用

してきた。

ところが昭和50年3月に， 1号墳の西の崖斜面で更に新しく 2箇所の穴 （今回の4号墳と

6号墳）が見つかり ，しかもその 1器所の穴内（今回の6号墳）に人骨が埋葬されているこ

とを確認した。

このことは地元の尾形多志雄氏から気仙沼市文化財保遇委員小山止平氏を通じて， 5月7

Hには気仙沼市教育委旦会事務局に報告された。

2 第一次予備調査

昭和50年 5月14日，気仙沼市教育委員会社会教育課長小野寺清・同社会教育課主事村上敏

• 主事補伊藤屑文らが現地に赴いて網査したところ，埋葬施設とその人骨ではないかと判断

し，気仙沼市教育委員会は人骨の取扱いにつき気仙沼笞察暑に通報するとともに，宮城県教

育庁文化財保護課に指示を求めた。

5月23日，宮城梨教育庁文化財保誰課佐々木伐偵技術主査および気仙沼笞察署金野刑毎諜

長，気仙沼市教育委員会小野寺社会教育課長らが合同の予備浬査を現地で行ない，種々の点

で， これら 3箇所の穴が横穴古墳と呼ばれる後期古培時代の埋葬施設の可能性が大きいこと。

従って人骨も古代の可能性が濃いこと等が話し合われるとともに ，とりあえず人骨鑑定を主

とした予備詞査と視伏の保護保存をはかる乙とになった。

3 第二次予備調査

6月3口，宮城県教育庁文化財保護課の千葉与一郎課長・斉藤良治凋査男二係長 ・小ヰ川

和夫技師が現地に出向し，翌4日には人骨鑑定のために東北大学歯学部栞山杉夫博士 （宮城

県造跡調査指均委員）も訪れて，両口にわたって予備謡査を行なった。

この段階では．問題の人骨が葉山博士から古培時代の人骨であるとの判断が示された点が

特に垂要であり，この結果，今後の問題は文化財保護の設点から措慨していく方針が打出さ

れた。

2
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4 発掘調査 の実施

かくして ．塚沢地区で発見された3尚所のグくは ．にわかにわが国最北限の横穴古墳である

可能性がでてきたc 気仙沼市教育委貝会では，予備渦査の結果を菅原雅市長に報告し ，宮城

県教育庁文化財保護課とも協議した結果， 市教育委員会をti本とする発掘識点を実施するこ

とになった。

本誠査は，迫跡の全域を可能な限り発掘して塚沢地区におヴる古培文化の一端を明らかに

するとともに ，追構の保設保存の学術資料を得る ことを目的に ，昭和50年 7月251-:lから約7

日問の予定で実施 した。その組緻ぱ調杏の要項にかかげたとお りである。その後若干の補足

識査もふくめ， 9月l日-2日の両日 にわた って埋戻し作業を行い全H程を終了した。 この

間 ，7月31日には謡査成果について報道関係者に発表するとともに ，午後からは地元市民お

よび燐接ポ町村民を対象と して現地説明会を開催し ，発掘誨査の成果およ び塚沢横穴古墳群

の平術的価値と保存の意義について普及につとめた。

なお ，その後 ．詞査の成果をふ まえて ，咆元に塚沢横穴古墳保存会がつくられるとともに．

土地所有者菅原辰三郎氏や家主尾形留夫氏の退跡に対する御理解により，発掘詭査を実施し

た7基の横穴占墳全体が現状のまま保存されることになり ，気仙沼巾教育委員会は昭和50年

9月17日，塚沢横穴古墳群を市の史跡に指定した。

田 調査の概要ー各横穴古墳の状況

塚沢横穴古墳群の調査は昭和50年 7月25日より開始した。尾形留夫氏の家屋が横穴古培群

の造られている祟斜面を大きく削り取っ て建 っており．しかも家屋と横穴古墳と の距離がせい

ぜい 1m内外と近接していること ，水道管等の埋設があること等々の諸点より発掘区は大きな

制約を受けざるを得なかったこ

この現状下において設定 した発揺区の面積は約40点程であり ，この区域内に都合7基の横穴

古墳が確認された。そのうち玄室内まで桔査したのが4基で ，残る 3基は本調査ができなかっ

た。横穴古堵には東から西へと順に 1号培 ・2号墳・・・・・・7号墳と番号を付した。

もちろん横穴古墳の数は，上に迩ぺたように制約された発掘区内のものであ ることは言うま

でもないミしたがって，1号培の左側へ続く傾斜而および4号墳と 5号墳の間の傾斜面に横穴

古培があるのかどうかの確認はできなかっ たが， その立地の状況からみ て，凋査区域外にも続

く可能性があるっ
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1号墳 （第 4図 ．図版3)

本横穴古墳群発見の端緒とな った横穴である。上平や落盤等による天片部や側呼等の崩壊が

ひど く，岩塊や十．砂が玄奎内に多く流入していた

最・上屈には妙岩塊 の崩埃七があ り，その下に木の葉等を混えた撹甜囮がある。その ドに黒色

の自然堆積屈が厚 く残っていたが，この土層は玄室の入口部分まで続いている 。この自然堆禎

屈を除くと下に暗褐色土倍および茶褐色土咽の 2昭の堆桔囲がみられる。．卜庖の暗褐色土恩は

厚さ14~18し:m.'その下廣0)茶褐色土附は厚さが7-10cm. 程度あるc 暗褐色士は玄室の入口から

奥へ3分の2程度 までが厚く，奥壁に近い程胡いのに対し，最下屈の茶褐色土面は奥壁に近い

所ほど厚く残っていた。この下は床面である でところで，こ の2つの土岡は遺物包含庖で暗褐

色土＠中からは須恵巻の壷が，また下屈の茶褐色土囲中からは須恵器の甕の体部破片が2点出

土 してい る （第10図・図版 6)0 玄宅床面は奥壁に近いほど低いc

玄室は本横穴古墳の中で最も規模が大きい。縦長の長方形で、巾心軸の左右にほぽ対祢0)プ

ランを示す。中心軸の方向はほぼ東西である。玄室の奥行4m.40cm , 幅 2m5QC711., 高さ 1m70 

cmを算する。立面形はアーチ形をな しているが，天井咲：：： 側咲との境はなく，また床面には台

床施設がみられない n

玄門部や羨道部は天井 ・側壁ともに崩落している。ただし，はた して当初から玄門部や羨道

部がなかっ たのかどうかは ，民家が近接していて大きな制約をもっに発掘区の状況やひどい崩

落の状況からみて残念ながら確認ができない。

本横穴古埴で投も朋味深いのは， 2号墳の右側壁がこの 1号培の玄室内床面に入 りこんで河

原石と粘土混りの積土とで積み 上げて造 ったと観察されるこ とであるc

2号墳 （第 5・6図，図版3)

予備識査の時に存在が知られた 1号墳と 4号墳の中間に発見されたもので， 1号墳と主軸が

交叉するように，ほぼ真南に開口する。

玄宅の平面プランは不整な円形を呈 し，奥行は lm 70cm. 幅2m [0cm. 両さ 1m20rnを武る。

入口部分は玄室よ りせばまりを見せ．その長さは右側壁で lm60C11l程である。犬井部はほとん

ど崩落してしまっているが ，奥壁との立面形はド ーム形を呈す るようである。出上造物はない。

本横穴は ，1号墳や3号墳において追葬も行なわれなくなり ・その存在が忘れられてしまっ

た段階において造成されたと考え られる。すなわち ，この2号培を造営する時点で1号墳が開

口して しまったために右側壁を禎石と柑土によって 1号墳玄宅に入りこんでL字形状に構築 し

てお り，それが 1号墳玄門部分をふさ く＇よ うに誤察される c さらに本横穴0)造成は西隣3号墳

の天井部をも落盤させたため3号埴を石で埋め，その上に小口苗みの泊石と精土でた側嘩を樗

゜
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築している。玄室床面は凹凸がはげしい。

3号墳 （第 7図．図版 4)

2号墳と 4号墳の中間に位償し，レペルが一段と低い。 2号墳と 4号墳の床面を粘査するう

ちにその存在が確認された。

おそらく 2号墳か4号墳を造る際に本横穴の天井部が落盤したので，この横穴を埋める必要

が生じたのであろう。床面から石柏し、上の方は「寧に小口栢みにして更に桔上も行ない，2

号墳と 4 号堆を境する側膀を築いているC• 地の状況から全面発掘を行いえず．規椋や形態は

不明である。

4号墳 （第 7図，図版4)

この横穴も. 1号墳と同様に，予備調査の段階で存在が確められていた。詞査した横穴の中

では最も高位に位近し 、ほぼ南南西に開□している。

玄室の平面形は不整な長楕円形を呈するし奥行2m 60cmの規模である。 天井部はほとんど崩

壊してしまっているが ，奥壁との立面形はドーム形をなすようである。

本横穴は．造成のとき 3号墳の天井部分を削平したために，3号墳を石で埋め，その上に小口

積の積石と粘土i昆りの穣上で右側壁を様築している。右側壁は若干せばま ってくびれをみせて

いる。これが玄門部にあたると考えられるが ，必ずしも明確でない。床面は凹凸が激しく ，右

側中央部分には，3号壌天井部の輪郭が検出された。出七遠物はない。

5号墳 （第8医．図版4)

6号墳を調査中にその玄室外右側壁に開口して，存在が確認された横穴である。開口部に石

積がみられたが，すぐ近くに民家があって発掘区域は大きな制約を受けたため，石梗みが5号

墳のものか確認できなかった。規模や形態 ・主軸方向などは不明である。遺物も確認していない。

6号墳 （第8図， 図版 5)

塊査区域内では，西側端部に位酋する。ほぽ南方向に開口している。昭和50年 3月に人骨が

発見された （第9図）。 玄室人口部の天井が崩落しており，また床面が前方で一部削られてい

る以外は逍存の状況が良いe 玄室の平面形は不些な長楕円形を呈している。

奥行は床面で3m.55cm・天井部で2m 8cmある。玄室の最大幅 Im邸年で，最大高は 1mlS 

cmである。玄室立面形はド ーム形で，床面は凹凸が多く，左奥壁寄りに大きな落ち込みがある

ほか．左半分には大小の くぼみがいくつかみられる： 右側壁寄りに床面よ り約20cm程高くなっ

た台床状施設が造られている。玄室内の堆稜上咽のみで，岩盤が崩壊したと思われる岩塊を多

旦に含むもので流入土と判断されるが ，悦乱されたような伏況はみられない。玄室のほぼ中央

部を奥猥の落ち込みから外部へ走る湿が検出された。

玄室入口部での幅は平均40cm程で，かなり整然としたものである。閉塞施設はみられない。
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6号墳からは，次のような遺物が出上しているが （第10図．図版5・6), その出t.状況は

すべて玄室内の堆積土図中0)奥壁寄りIm以内の範囲内である。

土師器

内面が黒色処理された邸の，体部下端に近い破片が 1点出土 した。ロクロによ り成形され

ているが．底面は剥浴しているために判然としないc

須恵器

3点出J.:.した。 1点は壷形土器で底部を尺く。色器は灰色である。ロクロ成形の1良が内外

面にみられる。他の 2点は甕の（本部破片である。

刀装具

鍔と柄の先端部の間に入る金具で．鍍金されている。銹化がかなり進んでいる。

刀子

刀身の大部分と茎部の先端を欠いている。刀身は平背で三角形状の小刀であり＇銹化がひ

どいc 現存部の長さ 7.5 cm.. 刃福1.7 cmを測るn

鉄嫉

3点出土した。長さはそれぞれ約 7.5 cm・8 cm• 11cmである。すべてが欠損しているが，

先端が残っているものが2点あ り有茎である。また＇根の部分が残っ ているのが 1点あ り．

先端が尖った棒状にな っている。いずれも銹化がかなり進んでいる。

人骨

昭和50年の予備誨全で発見された もので ，後に述ぺる。

7号墳 （第8図，図版4)

6号墳の西側に発見された横穴であ り，木横穴群中では 3号墳とともに ，最も下段に位腐す

る。玄室入口天井部を発見してその存在を確認したのみで：発掘区域の制約を受け内部諜査は

行っていない。

~ 

＾
 

-_
 

各横穴古 墳 の状況 と 出 土遺物 一 覧表

本心贔［羹行

玄 室
出土迫窃 I 環 考巾 1高 さ 立面形 台床

1 号墳 4.40 250 170 アーチ I な し 須恵器壷 ．甕片

2 号墳 170 210 120 ドーム -, ... 、I.J 

3 号堵 I I一部囲査
4 号培 260 142 114 I ドーム なし

5 号墳 I I I 一部識査

人骨 ・土師器杯片 ・
6 号墳 355 186 115 ドーム 有 須恵器甕 ・壷・年 片

刀装具 .7]子 ・鉄紡芙

7 号培 I 遷疇

（単位Cr.?)

※詞査できたのは玄室だけである。

<
 

寸
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W 考 察

1. 横穴古墳群の形態 と編年

制約を大きくうけた発掘区域内でともかくも女、室内まで涸査できたのは， 1号墳 ・2号浪 ．

4号墳 .6号墳の4基であり.3号墳 .5号培 .7号培は存在を確認したが， 1部分の歯査に

とどめざるを得なかった。

いま，その形態と編年を考えてみると，まず，玄門や羨道、それに前庭部を確実に追求でき

るものはなかった。ただし．玄門部は 4号墳で 1部みられる。木来的にすべてが玄門 ・羨道 ・

前庭部をもたないものかどうかは現状ではいえない。

詣年では.l ~4号墳についていうと， 1号堵と 3号墳が2号墳および4号墳より古い可能

性が大きい。なぜならば， 1号墳の玄門部に 2号墳の右側壁を稜石と拮土とで造っている と観

祭されること。 また2号堵および4号墳造営の際に 3号墳の大井部を破壊している こと等々よ

りであ るc 従って ．これらのこ とは. l号墳と 3号墳がつくられて相当の年月を経過した後に，

2号墳と 4号墳がつ くられたことを推察させ る。

中心勅線の方向は， 1号墳が束西， 2~4号墳は南北である。また5~7号墳では，立地の

状況や逍構の切合いから観察して， 7号墳か5号壊の次に 6号墳の絹年が考えられると思う。

2. 土層観察と出土遺物

今回の調査で確実に年代の推定できる遺物はきわめて少ない C・ ただし .l号坦出土の須恵器

壷や6号墳出土の内黒ロクロ成形土師巻の妬等は， 一応9世紀と考えられるから， 1号墳や 6

号墳は9世紀の使用が認められるだろう。だが、もちろん，これらは横穴の成寸．時期までも示

すものとは限らない。この点で胆味があるのは .1号墳の流入上である。すなわら，1号墳の

流人土と堆桔土の一部（上咽の暗褐色土管）とは2号墳の流入上を切っているという革実であ

る。このことから 2号墳より新しい時期での追葬が 1号墳で行われたことが考えられる。

さらに， 2号墳の右側墜が 1号墳の本来的には，玄門部の閉塞部分をこわしてつくられてい

ること0 9世紀とみられる須恵器壷0)下に茶褐色士晒よりなる＠位があって，育海波文のタク

キを有する甕体部片が出七しているが，これは8世紀にさ かのぽる可能性があること。これら

のことからみると ，例えば 1号墳などは 8世紀に造成され引続き9世紀にも使用されたもので

はなかったかと考えられる。
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3. 特別寄稼塚沢横穴古墳群出土の人骨について

葉山杉夫

I 9 7 5年6月4日，気仙沼市字塚沢から横穴古培群と考えられる横穴から一個体分の人骨が

出土した。この人骨は流出土などによる散乱状態で出上したが、 その流出士などによる散乱状

態あるいは人骨の形状から同一個体のものであ り，しかも現代人にはみられないいくつかの形

態学的特徴をもっ，禾成年の男性の一個体分の人晋であることが認められたc その後の考古学

的な詳細な詭査から ，日本列品の最北限に位置する横穴古堵群であることが確められた。 この

人骨は考古学的囲釜がなされた 1号墳から 7号培ま でのなかの横穴占墳群の西側に位置する 6

号墳玄室内より出土したものである。宮城県の仙北地方ではこのほかに装飾横穴占墳としては

最北限の山畑横穴古墳群，含山・混内山横穴古墳群 （葉山，1973.1975)などから相当量の人

骨が出土しているが，これらは再埋葬されてお り個体別には観察ができなかった。塚沢横穴古

墳群6号玄室内人骨は流出土などによる自然散乱状態で出上したものではある力ふ同一個体の

ものであり， しかも最北限の横穴古墳群という観点から も未成年ではあるが目重な資料である。

この出土人骨についての出土状態ならびに人骨 9とついて所見の概要を報告する。

本報告を記するにあたり ，数々のご高配およびオ3世話頂いた気仙沼巾長，気仙沼市教育委貝

会，菅原辰三郎氏らの多 くの地元の皆さま方ならびに宮城県教肖委員会文化財保護課の多くの

皆さま方のご協力を頂いたことを記 し謝意を表 します3

•— 

出土状態

塚沢横穴古壊群のなかの6号墳玄室内のほぼ中央に埋葬されていたことが推定できる一個体

分の頭骨と四肢骨が散乱の状態で出土している （小井川和夫技師作成の実測図参照） 。この散

乱の原因は玄室天井一部 ・岩盤の落盤および玄門附近からの流入七などによ り，頭骨および四

肢骨の一部が玄室奥方向へ押し流れたも のと断定することができる。体幹を枇成している骨

の多くは泥土化あるいは消失している。 傍かに残 っている体幹の骨の一部の状店は埋葬時の位

罹にあることが推定できる。この残った僅かな体幹の状態から推して頭部を玄室奥北西方向に

して，体軸は玄門右側の東南方向を向いて埋葬されているュ また埋界は軽い右側巨＼位の状態を

推定することができる。横穴占墳群出土人骨にしばしはみられる再埋弄などによる人為的な骨

の移勁は考えられない。出土した骨の保存状態は各部で強化の進行状態はまち まちでいちょ う

な保存状態ではないが，骨の各部に共通しているのは玄室床面に接した部分はとくに風化が進

んでいる。頭骨は玄室北西奥に頑薔底を床面にしてころがりこむ状態，左右の経骨は玄室中央

奥へ流人上により押し流れた状態，他の下肢骨も同 じような傾向で玄奎奥方向へ流れた状態で
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散乱している。下肢骨は保存されている付のなかでは比較的保存状態は良好にものが多い ，自

由下肢骨では大腿骨，下褪骨とも右側の保存状態は良好で ，左恨I)の下肢骨は石側に比ぺ風化が

進み破損消失部分がかなり多い。足根骨の一部は残っているが ，中足骨， 趾骨は消失している。

上肢骨は下肢骨に比して保存状態が悪く骨は部分的に残っているのがその殆しどであり，士．肢

骨で完形に近く保存されていたのは右尺骨のみである。手根骨，中足骨，指骨は消失している。

頭骨の観察ならびに計測値

頭骨は全般に1玉＼化が進み脆弱である。伝宇床面に接した頭母底はとくに風化が進行している。

脳頭骨と顔面頭骨の接続部の多くは消失しており，かろう じて接続 している状態である。左右

の頗骨弓．井側頭骨鱗状部の一部お よび．左石の乳様突起部なども消失しているc 下顎骨では

床而,r.接したド顎技部の消失が著しい。下顎体の保存状態は比校的よい。

頭特の主な計測（直および示数は第一表にぷした3

第一表 頭骨計測値および示数

(1) ij悩頭骨

項

ー

目

頭骨最大長

頭骨最大幅

., 

9. 最小前頭幅

10. 最大前頭幅

11. 両耳幅

12. 呆大後頭幅

13. 基底福

20. 耳プレグマ高

23. 頸但• 水 .,fi周

26. 前頭弧長

27. 面頂弧長

8 : 1 顕骨長幅示数

20: l 長耳高示数

20: 8 幅耳高示数

9 : 10横前頭示数

g:g 描前頭頭頂示数

数 値

174 

140 

97 

119 

122 

l l l 

(103) 

112 

(50 7) 

123 

[35 

80. 46 

64. 3 7 

87. 14 

85. 71 

68. 57 

(2) 顔面頭骨

項

44. 

目

両眼裔幅

46. 中願稲

48. 上顔高

51. 眼窟幅 （左）

52. 眼窓高（左）

54. 鼻幡

55. 鼻高

48 : 46上顔示数

52 : 51眼窃示数（左）

54 : 55昂示数

a 鼻 恨幅

b 鼻根描弧長

a : b鼻根弯曲示数

数値

(l O l) 

107 

66 

42 

36 

(26) 

5 1 

6 1. 68 

8 5. 71 

50. 98 

23 

25 

92. 00 

（註）① カッコの数値9ま推定値

R 各項目の数値は martinによる

，
 



悩頭蓋の上面親は楔形に近い類卵形で，頭骨最大長は縄文時代人 （鈴木， 1963 , 池田 ・伐原，

1975)東北現代人 （山崎ほか， 1967)よりも小さい。 頭骨最大幅 140(推定）は縄文時代人

よりも小さく，東北現代人よりもやや大きい。頭骨長福示数は80.46で，中頭型に近い短頭型

で，頬骨弓は消失し ているが軽いフェ ノチギーであったことを推定することができろ。主要三

縫合の経合は簡甲．で，縫合間に癒苔はない。 左一個の頭頂孔じ付近からは後頭部へ回ってゆるや

かな領斜をな している。 側面観では前頑部がわずかに膨隆している 。頭頂の平坦部は小さく，

ゆるやかな弧を描き後頭部へ移行している。 ヒ，下の側頭線の発達は弱いc プテリ オン部はヒ

トの正常型に屈する。外耳孔は長楕円形で長袖は脳頭骨1と対してほぼ垂直 ，耳プレグマ高は112

で長耳高示数64.37, 幅耳高示数は87.14といずれも東北現代人よりも大きい後面観の全体

観では砲弾形に近く， 人字縫合では左右両側のそれぞれ中央附近1こ示指頭大，右に小指頭大の

縫合骨が存在する。

顔面 （正面）親では頻面頭骨は悩頭骨に比ぺてやや小さい。上顔示数 （ウィルヒ ヨウ）は

61. 68の過低型，｝釦間隆起は他かに認められる。左は浅く，右はやや深い前頭切痕が存在する。

左右に針頭大の小さな前頑孔が開孔。鼻骨の鼻根は某だ低 く，鼻根弯曲示数 （鈴木， l963)は

92.00とであるから，未成年ではあるが横穴古墳人の典型的鼻型，顔型，また鼻示数は50.98

となり鼻中型にもっとも近い鼻低型で， 古墳時代人の平均に近い．眼窓口は鈍円四辺形で眼裔

示数は 85.71と眼嵩中高に近い眼窃高型である c 犬歯窟は浅いが存在する。

下顎骨は下顎体は完形に近いが．下顎技の部分では消失部分が多い。

下顎体は前半部前歯部では怜質厚く頑丈で高いが，下顎底は後方向 F顎技に向うにしたがい

低く骨質も薄くなり，下頭角は消失 しているが殆んど突出はなく丸みを帯びて下頭枝へ移行し

ている。オトガイ隆起はやや強く，オトガイ結節の発達は著朋，オトガイ 三角も比校的よく発

達しており，keirerのオトガイ三角の分類では皿型に展する。オトガイ孔は一対 ，とも に第

ー小臼歯と第二小臼歯の間の歯槽緑と下顎底と のほぼ中央に位置する壮年型である。ォトガイ孔

は下顎技の後上方向へ向って開孔しているc 下顎体の舌側面ではオトガイ蒜は一対，発達著明，

二腹筋嵩は示指頭大でかなり明瞭で深い。下顎枝は突起部は消失 していろが広さは中等度で高

さはかなり低いことが推定できる。下顎底切線とF顎枝後縁切線のなす下顎技の角度は推定135

度とかなり宏＜幼若型というより，頑丈な下顎体前部との関係から推して異常な虚弱性を呈す

る。下頭角は外側への突出はなく ，咬筋粗面ならびに翼突筋垢面の発達も弱い。

歯は上，下顎歯櫓骨に釘植されている歯の保存状態は一部の歯冠に破損が認められるが，概

して良好な保存状態であるc 上顎の右側切歯，左第二大臼歯，下顎では右側切歯の歯冠部と左

第二大臼歯は破振あるいは消失しているが， i肖失している歯の歯槽部は開放している。上， 下

顎ともに第三大日歯の萌出はなく ，X線写真像の観察結果からいずれも歯槽部に歯胚の形成は

．
 

" 
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ない c 縄文時代人では第三大臼歯すなわち智歯 0)萌出は81~るに認められ，古墳時代人では全智

歯萌出は62.7形（鈴木， 1963) で，現代人の36%にくらべれはかなり多いが，智歯の萌出の

ないことは充分考えられる。

歯列弓は上額は楕円形 ，下顎骨で椋t物線状で一般型に属する。歯の咬耗は各歯郡 ，左右とも

いちょうではなく ，srocaの歯の咬耗度の分類では上 ，下顎切歯，犬歯など前歯部では一部

の象牙質の総出 しているBrocaの2度，右臼歯群は 1度から 2度，左臼困群は右1と比ぺ咬耗度

は軽く 0度または 1度。保存されている歯ICカリエスはない。ヒ，下頓歯0)咬合形式は軽い鉗

子状咬合の咬合形態を呈するのに対して，古墳時代人では 73.9%(鈴木，1963)とかなり祓少

しているが，その多くは歯の切端の咬合形式を成している。左右中切歯唇側面の近 ・遠心辺縁

隆線は隆起し， その結果中央が陥んだ形状を呈する複、ンヤベル切歯型を形成している。 それに

対応するかのととく 舌側近 ・遠心辺緑隆線の発述が著明に隆起し．その結果舌側面が陥んだ形

状を呈し，口本人種などの黄色人種 （モンゴロイド）に出現頻度の高いいわゆるシャベル切歯

界杉の特徴をもっ，この特徴は右中切餡でとくに著明に現れている。

頭骨以外の骨について

体幹はその多 くが泥土化あ るいは消失してない。保存されていた体幹骨はわずかの助骨破片，

椎骨破片と耳状面部附近の破捐 した仙骨のみである。上肢骨も風化が進み保存されている部分

も少ない。上肢帯では左肩甲骨棘の一部のみであとは消失 している。上腕骨では左は消失，右

上腕骨の骨体と遠位部の一部が保存されてい ろ。削腕の骨では焼骨は左右ともに骨体の一部の

み ，尺骨では右でほぼ完形に近く，左尺骨は近位端 ．骨体の一部が保存されているが風化が進

んでいる。指骨部はすべて消失している。 下肢昔とくに大腿骨 ，下腿肯は頭骨，上肢および体

幹骨に比して保存状態が比較的良好でとくに，排骨をのぞく右側の下肢骨はいく つかの項目

ICついて親察および計測が可能な状態である c

下肢骨のうちの下肢帯で保存されていたのは右寛骨の腸骨，坐骨，恥骨の一部，および左寛

骨では完形な閉鎖孔を含む恥骨と坐骨の一部であった。これらの寛骨の形状から，男性の人骨

であり また左恥骨結合面から恥骨結合面の年令変化（埴原 ，1952lで17-18オおよび右腸骨稜

骨核成顆表示（杉浦，中沢 ，1963)で VIl-珊型に相当 ，右坐骨結節骨端核成熱表示（杉浦 ・

中i.R..;1963)ではrv-v型に相当し，これらの寛骨の所見を総合すると17~18オ前後の男性の

人営と考えられるこ

自由下肢骨のうち ．保存状態の比較的良好な右大腿骨と経骨および左排骨の主な計測値およ

び示数を第二表に示した"

11 



第二表 自由下肢件の計測値およぴ示数

(1) 大腿骨（右） (2)胚骨 （右）

項 目 数 値 項 目 数 値

1. 最 大 長 423 1. 全 長 .345 

2. 自然位全長 4 2 l 8. 中央呆火径 27 

3. 最大転 張 406 9. 中 央 横 径 21 

4. 自然位転張 401 Ba 栄英孔部矢伏径 32 

5. 中央矢伏径 28 ga 栄姿孔部横径 24 

6 中央横径 25 LOb 最 小 周 75 

7. 中央周径 85 [Ob : l 長 厚 ホ 数 2 1.7 4 ． 
8. 上部横径 32 9 : 8 中央 横断示数 7 7.78 

9. 上部矢状径 28 ga : 8b 栄整孔位横新示数 75.00 

LO 長厚 示 数 2 0.1 9 

6+7:2頑丈示数 12.83 (3)排骨（右）

6: 7中央横断示数 11 2.0 l. 最 大 数 I 344 

LO: 9上部横断示数 8 7.5 0 

左右の人腿骨はともに大腿骨頭，転子などに破担消失部分があり ，経骨では骨体部に破損消

失部分が多い。右排骨では骨体中央部より遠位端部は消失している r 左右の足根骨の一部が保

存するほかは中足骨，趾骨などはいずれも消失している S

大腿骨は左右とも頑丈な形状で，近位部の骨頭，人小両転子などばかなりの発達が推定でき

る。毀筋租面も粗造な隆起を形成している。近位，遠位の骨端線はすべて化骨は完rしている。
最大長は 423は宮城県内横穴古墳群人骨（葉山，1973,1975)から比べるとやや小さいが．古

墳時代人（城，1938・平本， 1972)以外の網文時代初期に至る各時代のどの平均恒よ りも大

きいc 古培時代人の変異値と しては小さい。長厚示数は 20.19で現代人 19.6よりも大きく，古

墳時代人（城，1938)にほぼ一致する。頑丈示数ら古墳時代人のそれとばぽ一致している。長

厚示数，頑丈示数とも細文時代人よりも小さく，現代人よりも大きくその中間型と考えられる。

吾体中央横断示数0)112.0 /ま ．古墳時代人の102.3よりはかなり大きい広型であるが，古埴時代

人の変異値 Cl 2 0. 8 -8 5. 2)と比べるとその変異は小さく，縄文時代人の平均値よりはやや

小さいがこれに近い。上部横断ポ数の875は占培時代人の平均値98.6よりかなり小さい。古墳

時代人の上部横新；団数の平均値は口本人のどの各時代人に比べてとび抜けて人きいc

，
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塚沢横穴人骨の上部横新示数は現代人，縄文時代人の平均値に近い。大腿骨後面の粗線は内 ，

外側唇の発達も比較的よく隆起もかな りあり， 柱状性 (Plaster) も縄文時代人ほどでばな

いがかなり強い。

経骨全長は日本人の各時代の平均値よりも大きく ，栂文時代人の平近値1こ近い。中央横径は

各時代人ともに大きな変化はみられないが，それら0)平均値に近い，古墳時代人の中央最大径

はいずれの時代人よりら小さいが．塚沢横穴古墳人甘は古墳時代人の中'・均値ヽこ近いe栄蚕孔矢

状径，横径ともiこ古墳時代人をは じめ各時代の平均値1こほぼ一致している。巾央横断示数の

77. 78は占培時代人の平均値よりも大きいが，その差は小さく扁平性は強くなく広型。栄捉孔

位横断示数の75. 0は古墳時代人の平均値69.8より大き く，また日本の各時代人平均より も大き

い。これは中央横断面とほぱ同じ傾向を示し ，広型で后平性は強くないC 経骨後面のヒラメ筋線

の一部は示指頭大に膨隆 し，下端部は縁嘴伏に突出する。

'右大腿骨をTrotter and Gieserの推定式から身長算出すると 163.5となる。

まとめ

，
 

日本列島の横穴古培群としては最北限の宮城県気仙沼市字塚沢地区から出十．した 6号墳玄室

内人骨は頭骨以外の骨を含めて， その出土状態および骨の形状から同一個体の人骨と推定 した。

出士 した人骨のう ちの休幹骨は保存状態が悪くその多くは風化あるいは泥土化していたが，埋葬

時の頭方向を玄室奥北西方向に向け下肢部を玄門東南方向に向けた状態で保存されていた。保

存されていた頭骨および四肢骨のうち比較的保存状態の良好であった下肢付から17オから18オ

前後の男性の人骨であることを推定する ことができる。この塚沢横穴古墳6号玄室内人骨は壮

年あ るいは熟年ではないので日本 ）各時代の壮年あるいは熟年の形状あるいは計測値およびそ

の示数などと西接比校することは危険ではあり ，若干の問睦点は今後の蒜睦とな るが，しかし

ながらそれをも考慮しても，頭骨については鈴木， 1963年の「日 本人の骨」 との比較， まに

下肢骨＇（つい ては城，1938年の 「古墳時代日本人人骨の人頷学的研究」および平本，1972

年の［遥文時代から現代に至る閲東地方人身長の変化」などとの比較検討からはこの若年男性

の塚沢横穴占墳6号人骨の形状および数値の傾向は古項時代人の形状および計測値ならぴIC示

数に近い傾向をホすものと考える 0

結 語

塚沢横穴古墳6号埴出J.:人骨は後期古堵時代人のいく つかの特徽をもつと結論する。
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V 結語一塚沢横穴古墳群をめぐる諸問題

本調査の結果をまとめると

イ．砂岩質の崖傾斜面につくられていること。

ロ．群築して造られていること。

ハ．造営されたものがア ーチ形やドーム形の玄室や玄門部，それに閉塞部分をもつものであ

ること。

二 土師器・須恵器 ・鉄製品等の古代の選物を埋納 していること c

ポ古代の人骨を埋納 していること。

等々であ り，これらの事実は，調査したところの人工の埋葬施設が古墳時代後期の横穴古墳

群であることを寸証するものである n

八瀬川の一小支谷をはさんで，塚沢丘陵につくられた横穴古墳群は，調査した区域である塚

沢113の11番 地内 で7某の ほか，八瀬川をはさ んで西方へ約2OOmの東斜面，塚沢175番地内

にも数基以上があ り，これだけでもlO基以上になる。これらの立地の状況等からみて ，調査区

域外にも読 く可能性は大きく，今後の綿密な分布識査によ って，その数はおそらく数10基に達

するの ではないかと予想されるc

こ の 気仙沼• 本吉地方の古墳文化の遺産と し て従来著名なものは，本吉町三島に所在する大

谷三烏古墳群とその出土品であるc 現在は，大谷海岸を望む合地上に7基の円墳を数えるにす

ぎな いこ ここ から は， かつ てメノ ウ製勾玉且点 ・ 碧圭岩製勾玉 l 点 ・ 碧玉岩製管玉 2 点 • 水

晶製切子玉5点 ・ガラス製小玉26点 などの50点におよぶ玉類等が出土 している。

塚沢横穴古墳群は，との大谷三島古墳群の北北西へ約l6. 3 Kmも古墳文化の遺産を北方へお

しあげたの である。

さて，従来の横穴古墳群の分布の北限として認め られていたのは，宮城県北部の迫川流域地

方 であった。

すなわち，栗原郡金成町姉歯横穴群や同郡若柳町上畑岡大立横穴群，それに登米郡石越町山

根前横穴群を結ぷ線である。これらは，内陸部の山道方面に限って知られているだけであって，

海岸部の海道方面は昭和38年に発見された桃生郡北上町月浜地区でのものが報告されているに

すぎないっ

そこ に今回の気仙沼市塚沢横穴古墳群の発見であるから，これはわが国の後期古墳文化の研

究に大きな魚明を与えるものとして意姜深いといわねほにらないc まさに，太平洋沿岸の北限

に位匿し， 緯度の高さからいって迫川流域をしのいで，わが国横穴占墳の最北限をなすもので

17 
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ある。

われ~)れは ， 洞査結果からみてこの塚沢横穴古墳群の成吃は 8 世紀に逃る可能性があ り ，思

胡を・9世紀とみている。何故にこれらのいわゆる奈良～平安時代の時期にこの塚沢地区に史中

的に桔穴古堵群が造営されたのであったか。その政治的 ・経済的 ・文化的な導入経路や背泉な

どを考察することは，今後の解明がまたれる大きな課題である。

だが，すでに前にもふれたように，この塚沢横穴古墳群の南南束 16.3Kmの地には高塚がらな

るものだが大谷三島古墳群があって，気仙沼 • 本吉地方への古墳文化の伝播流入の事実をあと

づけうるこ と， さらに塚沢横穴占墳群が展関している一小谷の八瀬川に沿う 道が，古来気仙沼

方面の海岸地方から，岩手県の胆沢 ・江刺ガ面さらに平泉方面へと通ずる幹線道路であったこ

とは塚1/~ f黄穴 占培群の成立や展開を考えるうえで，ま c.. とに閲心をひ くことではないだろ うかc

宮城県北部の主要横穴古墳群

※印は報告書が刊行されている もの

志田郡松山町

志田郡鹿島台町

坦井囲横穴古堵群

大迫 ・八ソ穴横穴古墳群

志田郡三本木町 ※山畑横穴古墳群（装飾横穴として国の史跡）

遠田郡涌谷町 ※追戸 ・中野横穴古墳群

遠田郡田尻町 大沢横穴古墳群

古 川 市 朽木橋横穴古墳群

玉造郡岩出山町 ※川北横穴古墳群

/Jii芙郡宮的町 ※米泉館山横穴占墳群

栗原郡金成町 姉歯横穴古墳群

栗原郡一迫町 川U横穴古墳群

栗原郡若柳町 ※畑1沿j人立横穴古墳群

登米郡石越町 ※山根前横穴古墳群

気仙沼巾・※塚沢横穴占墳群
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第 2図 塚沢横穴古墳群付近地形図
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第 7因 4号墳実測図
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第 8図 6号墳実測図
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第 9図 6号墳人骨出土状況実測図
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I. 須恵特壺 (I号項出土）

2 刀装具 (6号項出土）

1 刀子 (6号項占土）

-i ~•i 鉄毎 (6号オ出土）
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第10図 出土遺物実測図
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図版1 塚沢横穴古墳群付近空中写真 国士地理院承認番号 （昭和i)J 点複第122け）・f0-73-3X C2-29 

（ 塚沢ほ穴占頃群A地区（発祖1芯所） 口 B地rく： ，、月立小 ・中学校
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講査前

（居宅の後の崖斜面に

横穴古棺群かある）

穎査後

（居む 士調査後移転）

｀
 鼻

図版2 塚沢横穴古墳群の立地 (0印内）
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塚沢墳穴古項群全景

會

み

1号墳 （右）と2号墳（左）

1号墳 （石） ・2号墳 （中）

3号屯 （左）

図版 3 横穴古墳の状況 (・:-ヽ I)I) 
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3号頃

4号墳 5号墳と 7号墳（手前）

図版4 横穴古墳の状況 （そJ)幻
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図版6 出土遺物
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I. 須窓器壺 (1号墳出土）

2 刀装具 (6号墳出土）

3 刀子 (6号墳出土）

4. 速 鉄紐 (6号墳出土）

i. 9. l 2 須恵器破片 t6号頃出土）

a 10. ~B恵器破片 ( 1 号頃出土）

11. 土師器 ェ不破片 (6号屯出土）
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